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マルチメデ ィアを活用 した環境教 育 の実証研究

1.は じ め に

～先行研究の概観～

(1)環 境教育の動向

わが国の環境教育は、1970年 の公害国会以来、公害学習 と分かちがた く結び付 き、主と

して社会科でこれを実施 してきた。しかし、UNESCOと かUNEP(UnitedNationsEnv董 一

ronmentProgram)が 提案する環境教育は、自然保護、自然保全、生態系、環境観、環境

倫理などを含む非常に広い、多義的な内容を含む ものであった。この公害学習と環境教育と

のギャップにっいては、わが国の教育界 も早 くか ら気づいており、環境科学とか生態学的な

方向を志向するようになったのだが、そこで次のような問題が出てきた。

一っには、教科や領域を並列させるわが国のカリキュラムでは、環境教育のような合科的

な内容を取 り扱うことが～きわめて難 しい。地質学、経済学、生物学、生態学、地理学、倫

理学、統計学などを交差させる学際的アプローチ(interdisciplinaryapproach)な しに、

環境教育を取り扱うことができないにもかかわ らず、現実に学校へ持ち込んでくると、受け

皿がなくなるのである。1975年 にNHK教 育テレビは 「みどりの地球」という環境教育番組

をスター トさせた。対象は小学校高学年か ら中学生であった。しかし、利用率は、回を重ね

ても惨憺たるものであった。特に肝心の中学 において。その理由は他でもない、受け皿にな

る教科がないか らであった。

二っには、環境教育には、論理的な側面とともに倫理的な側面があるといわれる(沼 田、

1990)。 あるいは、認知的な側面とともに情意的な側面があるし、知識とともに行動 や態度

が合わせて要求される(Lucas,1991)。 こうなると教科書中心の講義式授業だけでは、複合

的な目標は達成できない。川のエ コロジーを実体験で学ぶ野外学習、「みどりの地球」や

「自然のアルバム」を通 しての映像学習、合科 ・総合学習の形態をとる地域研究など、様々

な工夫が重ねられてきた。

(2)マ ルチメディアによる教育の潮流

学校教育で活用されるメディアは、電子工学の急激な進歩と対応 して、 この20年 間に劇

的な変化をとげた。

① テレビ学校放送番組の本放送のスター トが、1952年 の ことである。白黒か らカラー化



50

へ、小型VTRの 普 及 によ り、電波系 メデ ィアか らパ ッケー ジ系のそれへ の重点 の移 動 など

が、 この40年 間 の動 向と言 える。 しか しなが ら、教室の教師 とは全 く別 の所 で、 番 組 が企

画され、制作 され てい ること、 及びその番組 は直接教授性(directteach沁g)を 意 図 してお

り、15分 間 な り20分 間 な りは、ス ク リー ン教師が、教室の教師 に代わ って 、 あ るま とま っ

た内容 の知識 を伝 える とい う、 一方通行 の形式を とって きた こと、 等 にっ いて は、 この40

年 間 で根本的 な変化 はない。

② テ ィーチ ング ・マ シンも形 を変えて、 いろいろなものが現われて きた。 プログラム学習

(直 線型、分岐型を 含 めて)、LL(LanguageLaboratory)、 そ してCAI(ComputerAs-

s呈stedInstruction)な どが その代表例 といえ る。 これ らに共通 す るの は、 教 師 ない しはそ

のプ ログラム作成者 が敷 いた路線上を、 たとえそれが単線直線型で あれ、分岐複線型であれ、

生徒 に一歩 ずっ、マイペー スで歩 ませ ることで あろ う。換言すれば、学習 の個別化 と自動化

(individuahzationandautomation)と い う特徴を強 く示 してい るのであ る。

③教室の内外で利用で きるメディアが多様化す るにっれ て、「マルチ メディアとそのメデ ィ

ア ・ミックス(multimediaandmediamix)」 と い う考え方、及 びそ の実践 研究 が現 われ

出 した。1980年 代 か らの ことで ある。

具体的 に言 うと、 テ レビや ビデオなどの動 画を中核 に して、静止画、活字 、模型、 ラジオ

やオーディオテープ、実物 などを、追究 す る課題 に応 じ、 発表す る内容 に応 じて、生律 が選

択 し、組織 して い くシステムを意味す る。放送 か らの発展学習 とか、課題選 択学 習では、比

較的早 くか らこの メディア ・ミックスの手 法が利 用されて きた(水 越、1986)。 最 近 で は、

環境教育、国際理解教育、情報教育 、あ るいは性教育 のよ うな学 際的研 究を必要 とす る新 し

い分野 において も、 このメデ ィア ・ミックスが活用 されだ した(八 重柏 、1988)。

このマルチ ・メディアを使 うとい うこと、主題や課題 に応 じて、基幹 教材 と副次教 材 を選

択 し組織で きるとい うこと、 しか もその コースの決あ方は、生 徒が自分 の必 要に応 じて決 め

る ことがで きるとい うこと一一一これ らを考え合 わすと、今回の実証研究で紹介するハイパ ー ・

メデ ィア利用への道が、す でに着 々と準備 されていた と言 えよ う。

(3)ハ イパ ー ・メディアを活用 した実践研 究

ハイパ ー ・メディアの特徴 と しては次 のよ うな ことがあげ られ ると思 う。

A.多 種多様 な、 また、異質で多次元 な情報 を一っのモニ ター上 に並列提 示で きる。

B教 材提示 の順序が きわ めてフ レキ シブルであ り、非直線的で非構造 的であ る。無構造 と

い うわけで はな くて、前 もって決 め られた構造 に従 って学 習が進むので はな く、学習者 の論

理 で もって、構造化 していける とい う意 味であ る(SpiroandJehng,1990)。

C.学 習 者 とコ ンピュー タとの相互 作用 や対話 によ って学 習が進め られ る。換言すれば コン

ピュー タの支援 によってマルチメデ ィア と生 徒 との対話型 の学 習が可能 にな ったのであ る。
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D.生 徒が自分で教材の順序がえ、書き加え、そして編集などができる。それらがまた新 し

い教材として、友達に活用 して もらえる。

さて、このハイパー ・メディアを活用 しての実践研究としては、次のようなものがある。

①文部省のニューメディア教材開発事業 として発足 した中野照海 らの研究は、1988年 度

には 「文京文学館」 というハイパー ・メディアの教材開発でスター トした。第2年 次の1989

年度には、これを使 った実験が国際キリス ト教大学と東京学芸大学で実施された。(飯 吉 ・

中野、1990;佐 賀 ・荻野、1990)。 そ して、1990年 度になると 「文京文学館」 の内容構成を

改善すると共にr、理科教材 「ハイパー ・サイエンスキューブ」を も手がけ、翌1991年 度 に

はその実験 と評価の研究に着手するというように、着々とハイパー ・メディァの開発研究を

進めてきた(篠 原他、1991)。

②ハイパー ・メディアラボPanaCALETを 用いた 「交通安全教育」。大阪大学、松下通

信工業、豊中市立熊野田小学校、金沢市立三和小学校 らの共同研究(松 下、1991)。

③NHKが アップルコンピュータジャパ ン株式会社と共同で1990年 度に開発 したハイパー ・

メディア教材 「人 と森林」、 およびそれを利用 した東京都大田区立山王小学校の実践研究

(鈴木、1991)。 第1次 から第5次 まで、全16時 間をかけて、6年 生を対象 とした実践であ

り、今回の私たちの研究の直接的なモデルとなったものである。

2.研 究方法

(1)マ ルチメディア教材の開発と活用

今回の実証研究では、何重かの意味で、マルチメディア教材の開発とその活用が、必要不

可欠となった。一つには、環境教育という学際的な分野、教育学的に言えば、いくっかの教

科 ・領域の相互関連を意図的に図るクロス・・カ リキュラム(crosscurriculum)を 計画 し展

開するには、印刷教材だけとか、映像教材だけという単一のメディアムでは明らかに不足で

ある。

二っには、この単元では、課題別小集団学習を中心にし、時には個別学習やペア学習、ま

た時には一斉学習というように、学習形態が流動的になるよう設計 した。その意図を実現す

るには何よりも、多様なメディアを用意 し、かつそれらの柔軟な組み合わせができるような

システムが必要なのである。

三っには、1990年 度にNHKが 開発 したハイパー ・メディア教材 「人と森林」は、それ自

体が動画、静止画、音響、音声など、多様な映像教材で構成されており、映像を中核と した

マルチメディアと言 うことができる。 しか しこのハイパー ・メディア教材だけに頼 って授業

を展開しようとは思わなかった。この教材に加えて、約30本 のビデオテープ、 スライ ド等
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の静止画、実物や実在の人物、印刷メディア等を用意 した。児童がこれらのマルチメデ ィア

教材を選択 し、組み合わせて20時 間の授業を展開することによって、開発 と資源の保全、

地球のエコロジーシステムと人間のあり方等にっいて、いろいろな角度から考察を進め させ

ようと考えた。

すなわち具体的には、大阪大学人間科学部マルチメディア実験室所有のビデオテープの中

か ら約20本 、金沢大学教育学部教育実践研究指導センターか ら約10本 が拠出された。 かっ

てNHKが 制作 した学校放送 「みどりの地球」(環境教育番組)、NHK特 集や教養セ ミナー、

民間放送のスペシャル番組などである。また印刷教材としては、「森林のはなし」の ような

読み物と、文献 リス トに載せたような一連の森林のエコロジーや森林と人間の文化に関する

基本文献を準備 しておいた。また実物教材としては、小松市の尾小屋銅山跡 とか、少年 自然

の家とかの野外活動で、足尾銅山跡の追体験とか森林浴を体験させたり、専門家からの説明

を聞 くことにした。これらのマルチメディアを単元の進行に沿って、また子どもの課題学習

の進展に応 じて、組み合わせ利用できるように取b計 らった。

(2)5年 生と6年 生でねらいを違えた実践

今回の実践は、金沢市立三和小学校で5年 生1ク ラス(28名)、 そして金沢市立此花町小

学校で6年 生1ク ラス(13名)を 対象とした。実施時期は、1991年6～7月 である。 しか

し単なる高学年の比較研究ではな くて、次のように両学年で異なるね らいを立てた。

5年 生は学級担任の村井万寿夫教諭が、正規の授業として展開 した。社会科と特別活動あ

るいは 「ゆとりの時間」等を連結 して第5次19時 間プラス課外の設計を したのである。一

方、6年 生は学級担任と金沢市教育センターの上出雅指導主事が担当 した。そ して、土曜 日

の午後と日曜日を中心に、小学校だけでなくNHKや 金沢大学、地域の自然園などで この授

業を展開していった。前者が正規の授業にハイビジョンやハイパー ・メディア等を取 り入れ

たのに対 し、後者は、週休2日 制等を考慮 して、見学や制作活動、情宣活動などをふんだん

に取り入れた課外学習として展開 したのである。

結果的には前者の5年 生については、詳細に授業を記録 ・評価できたが、6年 生にっ いて

は、週末のみの活動で、部外者の指導主事が意図的に指導や誘導の規制を緩めた 「支援 ・助

言的指導」に徹 したので、発言や行動の記録 も評価 も十分なものが取れていない。 この両者

は、 したがって直接に比較 して検討すべきものではない。学校での授業で取 り扱 う場合と、

週休2日 制を見越 して、正規の授業以外の場で、広義の社会教育として行う場合とのケース ・

スタディとみたいのである。

(3)評 価の工夫

この研究では、評価にっいても殊更に工夫を加えてみた。大別 して三っの方法を用いた。

一っは、森林にっいてのイメージの変容をみるもので、いわゆる 「イメージマップ ・テス ト」
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を用いた。事前1回 、事中2回 、そして事後1回 、合計4回 これを実施 し、書き出される語

の種類、語の数、語の連結の仕方などの変容を分析 した。

二っは、イ ンタビュー調査を用いた。学習課題を追求す る方法や追求 した成果を人に伝達

する方法に関 して、何人かでバズをさせ、メディアに関す る考え方が単元の前後でどのよう

に変化 していくかをみようとした。

三っは、いわゆる理解度 テス トであり、基礎的基本的な知識の定着、関係の把握などをみ

ようとした。

(水越敏行)

3.単 元 「人 と森林 」の メデ ィア システ ム

以上のような考え方をもとに して、単元 「人と森林」の2っ のメディアシステムを以下の

ように構成 した。それぞれのメディアシステムを詳 しく説明 してみよう。

(1)三 和小5年 生のメディァシステム

図1に 示 したのは5年 生のメディアシステムである。メディアを活用する能力、情報を処

理する能力を子供たちに段階的に形成してい くことを意図して、「情報をっかむ→情報を創

る」 という一連の学習活動をスパイラルに構成してある。情報を正確に受けとり、きちん と

した枠組みに直 して、さらに自分の言葉でそれを伝達 していく、こうした基本形を3度 繰 り

返す形になっているのである。 この時、第1段 階から第3段 階へと進むと、以下のような点

に関 して、子供たちに次第にレベルの高い活動をさせるように工夫 した。

まず、メディアを用いて情報を収集する方法であるが、 自分の体験か ら情報を得ることか

ら始めて、第2段 階には子供たちも日常の学習の中でなじみ深いテキス トによる情報収集を

位置づけた。さらに、第3段 階ではニューメディア(ハ イパー ・メディアやインタラクティ

ブ・ビデオ)に よって、情報を収集 させることに した。また、体験情報も課題の追求に加わ

えることにした。すなわち、まず、体験による自由な情報収集、メディアによる課題志向的

な情報収集のコンパク トなものを位置づけ、最後にそれらをより大規模に、より緻密に展開

させる段階を位置づけている。次に、メディアを用いた情報の伝達であるが、第1段 階では、

子供は、森林での自由探検のいくっかの感想をひとっに限定 して、OHPで 発表する。第2

段階では、テキス トで森林の働きに関 して調べたことを同一テーマのグループの仲問にプ リ

ントで説明する。また、発表の後にはそのグループ内で質疑応答をさせあう。第3段 階では、

森林にっいて言いたいことを自由に、多様なメディアを利用 して発表させる。さらに、情報

を受ける側にも、質問や意見を述べさせた後に、発表を様々な観点から評価することも求 め

る。以上、情報の伝達にっいては、伝達するメッセージの自由度、その際に利用するメデ ィ
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アの多様性、情報を受信する側をどの程度意識するか、 こうした点で子供たちのメディアを

扱 う活動を発展させるのである。

(2)此 花町小6年 生のメディアシステム

ー方、6年 生の単元のメディアシステムは図2の とお りである。単元は4っ のセッション

か ら構成されるが、そこには5年 生の単元で見 られたような段階性はない。それぞれ、非常

にユニークな学習をおこない、最後にそれを統合す るような構成になっている。例えば、い

きなりハイビジョン視聴か ら単元が始まり、子供たちに迫力のある画面から出て くる極めて

感性的な情報を受け取 らせる。 しかし、次のセッションでは、ハイパー ・メディアを活用さ

せ、子供にさまざまなスタックに触れさせて、多様な情報を受け取 らせる。また、さらに次

のセッションでは、木登 りや木刀作 り、植物採集など、森林で自由に活動 した成果を学級や

学校集会でOHPや 実物を利用 して発表 させる。ここまでの3っ のセッションでは、子供の

意識の継続を重視せず、一回読み切り型で豊かな活動を準備する。 これらを受けて、最後の

セッションでは、それまでの学習活動をハイ ビジョンテキス トを見たり話 し合いをした りし

ながらプ リント(図3参 照)に 整理させるのであるが、ここにきて初めて、メディアによる

学習と体験による学習の成果をっなぐことになる。

また、学習環境にしても、ハイビジョンはNHK金 沢で、ハイパー ・メディア教材は金沢

大学で、森林での自由活動は実際に自然園へ出かけて、さらに活動を紹介するための準備は

学校と市の教育セ ンターで、といった具合に実に多様なものを構成 している。さらに、教授

組織も非常に柔軟な編成をおこなっている。例えば、セッション1、2は 市の教育センター

の職員がインストラクターとなるが、セッション3の 森林での自由活動は自然の家の職員が

子供たちのサポーターとなる。一方、同じくセッション3のKJ法 による活動の振 り返 りで

は担任教師が子供たちの思考をまとめあげるが、発表に活用するメディアを準備する段階で

は、もう一度、市の教育セ ンターの職員がインス トラクターとなる。このように、、学習環境、

教授組織というメディアを活用する状況、体験学習を進める状況に関しても、異質なものを

重ね合わせる構成になっている。
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第1段 階
情報を受け取 り、感性的に
表現する段階

「人と森

林」(前

半)視 聴
一

鱗 麟iiiii……
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第3段 階
情報を整理 した り加工 したりして、それ
を他者 に効果的に伝え.る段階

「人と森

林」(後

半)視 聴

一レ

ハ イパ ー

・メデ ィ イ ン タラ ク

ア 「人 と テ ィ ブVTR

森桐 に'"レ によ る課題

よる課題 追 求

追求

→

マ ルチ メ

難 難
とを発表

(=====)学 習のユニット
○ 体験による学習

[====コ メディアによる学習
*網 かけ部分は学校外での学習

図1「 人 と森林」5年 生の単元のメディアシステム
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情報を受け取るセッション2
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、瀦 最 ジ

㌧ ・つ

情報 を受け取 るセッション1

r

ハ イ ビ灘 冒ン番組 、・

杁 ζ森林 」㍗)視::了∫,':
:聴

、

ノL.i層

情報を作 り、それを他者に効果的
に伝えるセッション

↓

KJ法 による活動
の振 り返 り

↓

学級内で発表

…
▼

他学年の児童に発表

ハ イ ビジ ョンテキ

ス トやプ リン トに

よる学習活動 のま

とめ

情報を整理するセッション

⊂=⊃ 学習のユニ・ト

○ 体験による学習

[=コ ・デ・アにょる轄
*網 かけ部分 は学校外での学習

図2「 人 と森林」6年 生の単元のメディアシステム
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森 林 の 学 習 の ま と め
1.NHKの ハイビジ5ンを見て心に
残つたこと

名 前()
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雛1
か_L/Lニミ」 り.

鮎 ら
鵜鹸

図36年 生の授業:ま とめのプリント記述例

4.単 元の展開 ～5年 生 の授業の実際～

前述 したような設計図の下で、金沢では6月 から7月 にかけて20時 間程度の2つ の授業

を実施 したわけであるが、紙幅の都合により、ここでは、5年 生の実践についてのみ、その

展開、子どもの反応などを記述 してみたいと思う。

まず、1次 であるが、放送番組 「人と森林」を視聴して、子供たちは十分に感性を揺さぶ

られていた。視聴後に、子供たちは、「水は飲んだ らおいしそ う」、「泉の魚 は気持ちよさそ

う」、「(森は)絵 で描いたみたいで行 ってみたくなった」などの感想を述べており、 テレビ

のシーンにのあり込んでいる様子が伺えた。また、その後に健民公園 「野鳥の森」で自由探

索をさせたのであるが、グループ別に森の特徴を五感を使 って確かあてきていた(写 真1参

照)。 学級 に帰 ってきてか ら、

子供たちに自由探索の感想 をま

とあさせてみ ると、「自然の臭

いがした」、「町とは違 う」、「自

然がいっぱいで楽 しか った」、

「自然はよいところ」 などの記

述がまとめのプリン トに見 られ

た。これらの内容か ら、1次 の

ねらいであった 「森林のす ばら

しさを感 じ取ること」 が、放送
写真1「 野鳥の森」での自由探索
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番組による間接体験と、森林での直接体験によって実現 していることが確認された。

2次 は、テキス ト「森林のはなし」を活用する一人調べが中心であった。2次 の始あに、

放送番組 「人と森林」の中盤部分を視聴させて、森林は美 しいだけでなく、人間の生活を支

える機能を持っていることに気づかせた。また、番組は葉の しくみなどの森林の構造 も取 り

扱っているので、 「森林のはたらき」、「葉のはたらき」、「森林の大切さ」の大テーマを参考

に、子供たちは、個別のテーマを設定 して、テキス トか ら必要な情報を収集 していった。例

えば、「森林がとても大切なわけ」というテーマを設定して追求 したWさ んは、番組には出

てこなかった防風林としての機能を調べあげている。また、追求後に同一テーマの子供 どう

しで、追求成果にっいて発表 ・質問 しあう場面を設けたので、子供たちは互いに追求成果を

共有 しあっていた。また、テキス トのページ数を記入するなどの文献調査のルールも、自然

に身に付けていた。こうした過程を経て、2次 のまとあの話 し合い場面で は、「自然のクー

ラー」、「巨大なスポンジ」など森林の機能をメタファーで表現できるまで子供の思考は深まっ

ていた。

さて、3次 は森林の破壊と回復をテーマとする学習で、単元全体では起承転結の 「転」 に

あたる部分である。まず、放送番組 「人と森林」の後半部分を視聴させて、「足尾銅山」 を

事例として、美 しくて役に立っ森林が人間の手によって破壊されていること、それを取 り戻

す努力がなされていることに子供の意識を導いた。次に、森林の破壊と回復の認識を広 げる

ために、ハイパー ・メディア教材 「人と森林」を活用させて、 日本や世界各地の森林破壊 ・

回復事例を収集 ・整理させた。5～6人 のグループで話 し合いを させなが ら、自由に コン

ピュータに触れさせる形態をとった(写 真2参 照)。 さらに、森林破壊のプ ロセスを事例研

究させるたあに、インタラクティブ ・ビデオで15分 程度の番組を視聴 させた。森林破壊の

原因、現状、回復への努力にあたるシーンを番組か ら抜 き出させたのであるが、このメディ

アによってそ うした森林破壊のプロセスをイラス トと文章でまとめることが課題追求の最終

段階であった。図4はT君 がこの段階でまとめたプリントである。

写真2ハ イパ ー ・メデ ィア教材 「人 と森林」 の活用
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図45年 生の授業:3次 で用いた学習プリント記述例
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4次 は、尾小屋銅山の見学と、少年 自然の家での岩魚のつかみ取りや登山である。2回 目

の体験学習であるが、これまでに森林のすばらしさ、働き、森林破壊と回復への努力を学習

しているので、それ らを自分の目で確かめ、実感させることがねらいであった。 この実感場

面を経て、いよいよ5次 では、森林にっいて言いたいことを他者に伝達することになる。 ま

ず、これまでの学習のすべてを、一斉学習の形式で振 り返 りカー ドに記述し、その中で 自分

の言いたいことを明確にさせた。次いで、コンピュータやフリーカー ドを活用させて発表の

構成を十分に練らせた(写 真3参 照)。 ここでは特に、発表の内容構成、利用す るメディア

などを十分に検討させた。また、シナ リオが出来上がると、予行演習をさせて、全体を見渡

して発表できるように、緻密な準備をさせた。 これらの活動の成果は、最後のグループ別発

表に見事に結実 していた。以下に2っ の班の発表の様子を簡単 にまとめでおく。「森林の働

き」について発表 したN班 は、まず、葉の光合成の様子や木が雨水 を蓄えて くれている様

子を放送番組 「人と森林」の中から抽出してみんなに提示 した(写 真4参 照)。 また、森林

は日光をさえぎって くれることにっいては、 自分たちが登山 した ときの様子を映 したVTR

から適切な部分を抜き出したりして提示 した。さらに、他の森林の働きについては写真をT

Pシ ー トに焼き付けて表現 したり、それらの森林の機能をTPシ ー トに簡潔に文章でまとあ

たりしていた。「森林を取 り戻す」ことにっいて発表 したH班 は森林を取 り戻す ことの必要

性を語 った後、森林破壊の原因(酸 性雨)や 回復への方策(電 気自動車の活用)を 説明する

ために3次 の追求に活用 したVTRの 一部を提示 した。また、回復への努力について は、努

力が実 った事例として尾小屋鉱山の回復の様子を紙芝居で、足尾銅山の回復の様子を放送番

組 「人と森林」か ら抽出して、 自分たちの強調 したいポイン トをみんなに印象づけようとし

ていた。以上のような発表の工夫(マ ルチメディアの利用、論理的で印象深い展開)が 、 こ

の2班 だけでなく、その他の班でも見られたし、各発表の後には、自分たちの疑問を聴 き手

の友達に質問 したり、発表方法 に関 して感 じたことを述べあったりして、双方向的なやりと

りや自己評価 も小学校5年 生 としては高い水準でおこなわれていた。

写真3緻 密な発表の準備 写真4マ ルチ ・メデ ィアによる発表
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5.子 供の変容

本節では単元を終えて子供たちがどのように変容 したかを整理することによって、前節で

詳述 した三和小5年 生の実践の成果を明 らかにしてみたい。子供の変容をとらえる観点を、

環境教育としての成果(森 林にっいてのイメージ)と メディア教育 としての成果(メ デ ィア

活用能力)の2点 に設定 した。それぞれにっいてまとφてみよう。

(1)森 林にっいてのイメージの変容 ～環境教育としての成果～

子供たちの森林にっいてのイメージを とらえるために、事前、事中、事後で 「森林」をキー

ワードとするイメージマップテス トを実施 した。対象 は学級全員である。 図5は 事後のY

さんのイメージマ ップであるが、こうしたマップを、先行研究を参考に、以下のような観点

から分析 してみた(水 越 ・吉崎 ・三宅、1980)。

報 本 礪z
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麓
聡
騰

鵬し悌オ
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翁
'

籍

鋤

南

図5イ メー ジマ ップテス トの記述例

①イメージ流暢性=円 上の言葉の数一一一森林にっいての要素的な知識をどの くらい持 っ

ているか

②イメージ拡散性=円 上の言葉の領域数一一一森林にっいての概念がどの くらい広がって

いるか

*そ れぞれの言葉を分類する領域は回答より帰納的に設定 した。また、集計については3

人が担当し、一致率が90%を 越えるまで集計をやり直 した。

③イメージ重複性コ繰 り返 し語の数一一一森林に関する知識のネットワーク化がどの程度

進んでいるか

④イメージ感情性=感 情語の数一一一森林に対する自分なりの思いをどの程度持っている

か
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分析の観点

イメージ流暢性 円上の言葉の数
イメージ拡散性 円上の言葉の領域の数
イメージ感情性 感情語の数
イメージ重複性 同じ言葉がくりかえされているものの数

図6「 人 と森林」 の金 沢での実践 森林に対するイメージの変容

～各分析の観点から見た各回ごとの平均の度数分布～

以上の4っ の観点で、イメージマップをコーディング ・分析 した結果をまとめたものが図

6で ある。いずれの観点 も事前一事後で比較す ると、かなりの伸びを見せてお り、森林 にっ

いてのイメージがかなり変化 したといえよう。ただし、事中2(3次 終了後)と 事中1(2

次終了後)を 比べてみると、イメージの流暢性、感情性は減少する傾向にある。子供たちが

記述 した単語を細かく見てみると、事中2の 時点では、「破壊」、「減っている」 などの単語

が増加 し、「酸性雨」などの単語が新 しくでてきており、この段階では、森林につ いてのイ

メージはかなり 「森林破壊」の方向へ偏 ってしまっていたことが分かる。 したが って、途中

段階では、一部の方向にイメージが深まっていることも明 らかになった。

(2)メ ディア活用能力の変容 ～メディア教育 としての成果～

子供たちのメディア活用能力の向上を把握す るたあに、単元の前後(6月4日 ・単元開始

7日 前、7月16日 ・単元終了4日 後)に メディア活用に関するインタビューを実施 した。

このインタビューは、抽出児4名 を対象にして、集団面接の形式でお こなった(い ずれも

30分 程度)が 、より具体的には、高齢化社会を題材にして、以下のよ うな項 目で質問をお

こない、それに対 して4名 の抽出児が自由に答えるという形式をとった。

インタビューの項 目

1)高 齢化社会にっいて調べてみたいこと(仮 想追求課題)
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2)課 題を追求 していくために、どのようなメディアを活用 したいと考えるか(メ ディア

を活用 した学習の方法)、 また、その理由は何か

3)追 求 した成果を、どのようなメディアを利用 して他の人に伝えていくっもりか(メ ディ

アを活用 したまとめの方法)、 また、その理由は何か

こうした手続 きによってえ られたインタビュープロ トコルを事前 ・事後で比較 したものを

が表1で ある。表1を 分析すると、子供のメデ ィア活用能力に関 して以下のようなことが明

らかになった。

まず、メディアを活用 した学習の方法にっいては、課題追求学習で利用するメディアの レ

パー トリーは事前一事後で変わ らないが、メディア選択の理由に変化が見られた。具体的に

は、「本や見学は慣れているから」 と事前には回答 していたが、それ らの理由が事後には見

られな くなっている点に注目したい。 こうした変化は、課題追求学習で利用す るメディアを

選択する際に、自己のメディア利用体験から脱却 して、合理的な決定をするようになったこ

とを表 していると考え られるか らである。次に、メディアを活用 したまとめの方法にっ いて

は、事後に新たにビデオ、校内放送、OHP、 劇、映画 といったメディ.アを用いたまとあの

方法を考えており、まず、利用可能なメディアのレパー トリーが増加 していることが明かに

なった。また、その理由にっいて も、一般的に伝わ りやすいかどうかという観点だけだ った

ものが、事後には、「表情 とかが分かる」、「言葉の凄みがある」など、そのメディアが どの

ように伝わりやすいのかまで考えて、すなわちより深い次元でメディア特性を考えて使用す

るメディアを決定 している。さらに、事後には、「ビデオなら表情とか分か るが、流れたと

きしかだめ」 といった発言に代表されるように、メディアの長所 と短所の両面を見ることが

できるようになっていることも望ましい変化といえよう。ただし、 ビデオによるまとあ は楽

であるといったメディアを利用することを安易に考えている発言 も部分的に見 られた。

(木原俊行)
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表1イ ンタ ビュー の結 果 ～ メデ ィア を活 用 した学習 の方法 ・ま とめの 方法 事前 ・事後 の比 較(5年 生)～

＼ 事前 事後

仮
・病院や病室が不足する ・ボランテ ィアを増や さなければならない

想
追
求
課

・ボランティア、看護婦さんなど老人を助ける人

が不足する
・老人の交通事故が増える

・老人用の御飯がいる

・家族 の人がお金 を払わなければならないのでお金がかかる

・病院が足 らな くなる、土地がなくな る、食料が足 らな くなる

・医者が足 らな くなる

・他 にけが をしとる人のための看護婦が不足する

・倒 れたらす ぐ気 づくようにブザ ー、ボ タンなどを付け る

題 ・車椅子 とか足 らなくな った ら困る

・道路に別の歩道、専用の歩遭、地下道

≠

チ
を

学 活

習 用
の し
の た

方

・厚生省 調 べ とか の資料 を見 る

・図書 室 や市立 図書館 な どの本 を よ く見 て、順 番

に、 メモ み たい に して、 フ ァイル とか に綴 る

・厚生 省 の人 に調 べて も らう

・病 院の 一番偉 い人 に資料 を送 って も らう

・金沢 市 とか の病 院 にひ とつひ とつ聞 いて い く

・市役 所 に問 い合 わせ る

・お医者 さんで調査 しているのがると思うので、記録ノ

ー トみたいなのがあるのでそれをもらう.

・図書室や図書館 の資料(本 、事典)
・お医者 さんにおいてあるパ ンフレッ トや カー ド

・医者や老人問題の専門家、薬屋 に直接聞 く
・一日にどれくらい車が通るのかを検査する(セ ンサー

で も使 って自動的に)
・老人の交通事故統計を警察や専門家 に、政府や市役所

法 、老人ホームで聞 く

理

・こうい うことは前から厚生省の人が澗べているので

・見学 とかで慣れ,ている、実践体験 だからいい、新 しいこ と

が分 かる、 自分の顔 や心 を知ってもらえるだろうか ら言いた

・図書室や図書館の資料は手軽で簡単、いろんな

ことが書いてある(ど んなものがあるのかを探し

由 いことが伝わる(病 院に行くのは車とか地図とか必要) に行 か なけ れば な らな い、書 い てあ るこ とは前 の
・病 院の一番偉い人に資料 を送 ってもらうのは、電話や手紙 こ とか もしれない)

、ファックスな どが使 えて便利(言 葉 では堅苦 しい、い きな ・医者や専門家に聞くのはその人達に聞けるので
り言っても、忙 しいから送 って もらえないだろう)
・本 を見 るのは、授 業とかで慣れている、本 とか資料 とかは

実 際にや った ことや体験 したことなので確実(子 供 は字が読

確 実、 実際 にあ った こ とだ か ら正確 、現 状 をその

ま ま聞 け る、 詳 しく聞 ける、 正直 に言 って くれ る

めない、現代の ことが急 に書け るわけではない、事典 とかは
・セ ンサー な どを使 って自動 的 に検 査す る のはず

一年 で書 けるわけ じゃない) っ と立 っ てい るよ りも便 利

メ ・壁 新 聞を作 る ・集 まっ て も らっ て
、広 い とこ ろで ち ら し とか 宣伝 カ ー

ヲ

;

董濡

・委員会で児童会の人にやってもらう

・学校中を大声で呼ぴ回る

・職員朝礼で村井先生から他の先生に言ってもら

って、各先生が生徒に伝える

・紙 に書 いて まとめ、チ ラシとか にする
・新聞のひとコマやひとつのペー ジに書 く

・ビデオを撮って放送す る(校 内放送、NHKな ど)
・朝の校内放送(ビ デオじゃな くて も音声で)

・OHPと かで

・匙
・朝礼のお話の時にみんなの前で言う ・劇で表す

の

方
法

・映画

・ビデオで探 して、その中からいいやつをこの前みたいに

理
由

・壁新聞は見ようと思ったときに見れる(見 ない

人がいる、話したほうが早い)
・委員会で児童会の人にやってもらうのは聞かな

・チ ラシとかを配るのは実際に声が聞けた り、顔 が見 れ

るので身近(配 らなければならない)
・新聞に書 くとおとうさんは毎日、新 聞を見る
・ビデオを撮って放送するのは表情 とかが分 かる、楽(

い人がいる ながれた ときしかだめ)
・各 先生 か ら生徒 に伝 えて もら うの は、み んな確 ・朝 の校 内放送はみ んなが一緒に聞けて手間がかからな

実に耳にいれる い、 きちんと言える、言葉 の凄みがある.(な がれたとき
・朝礼のお話は全員いるので伝わる しかだめ)

・劇 で表すのは実際 に表せ て、気持 とかも入って くる

・ビデオで探 して、その中からいいやつを見せるのは、

言いたいことだけを選ぶ とよく分か るし、むだが少ない

、長 すぎると退屈す る

(注)()内 は否定的な意見
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EmpiricalStudyof出eEnvironmentalEducationUsingMultimedia

CaseStudyoftheUnltsMarkedwithHypermediaSystem"ManandForest"

ToshiyukiI(IHARAandToshiyukiMIZUKOSH:1

Thisisacasestudyofanenvironmentaleducationbytheuseofthemulti-

medial6arnhlgsystemmarkedwithhigh-visionandhypermedia.Subjects

ofthestudyare28 .5th-gradechildrenand136th-gradechildren血Kanaza

wa,IshikawaPref.

Theprogramandthecourseware"ManandForest",developedbyNHK

educationalTVteamin1990,keepsacorepositioninourstudy.Addingto

thehypermedia,weselectedaboutseve士alvideotapes,so皿einteractive

videos,newspapers,magazines,3-Dmaterialsandtextbookstomakea

multimediasystem.

Pre一,in.andposも 一unitresearcheswereimplementedasinstructi6nal

evaluations.Toolsusedfortheevaluationareimagemaptests,interviews

andachievementtests.Resultsoftheevaluationareasfollows;our

subjectshave血creasedfactualknowledgeandconceptsoftheenviron-

mentaleducationrapidly,andalso,most6{themhave.attainedthe

procedureofamulti-dimβnsionalthinkingabouttheconservation.Moreover,

someofthemhaveimprovedtheirmedia-1iteracy.


